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雨
模
様
の
な
か
札
幌
地
裁
前

大
通
り
に
支
援
者
な
ど
約
50
人

が
集
合
。
弁
護
団
の
市
川
団
長
、

菅
澤
事
務
局
長
が
原
告
ら
と
共

に
横
断
幕
を
持
っ
て
裁
判
所
正

門
前
ま
で
行
進
し
ま
し
た
。 

 

傍
聴
希
望
は
１
２
０
人
。
法

廷
傍
聴
は
80
席
中
24
席
が
コ

ロ
ナ
対
策
の
た
め
空
席
と
さ

れ
、
原
告
、
被
告
の
優
先
席
、
記

者
席
を
除
く
と
希
望
者
に
対
し

て
26
席
に
つ
い
て
の
抽
選
が
行

わ
れ
ま
し
た
。 

 

午
後
３
時
、
谷
口
哲
也
裁
判

長
が
判
決
の
主
文
を
読
み
上
げ

ま
し
た
。 

判
決
の
主
文 

１ 

原
告
１
２
０
１(

提
訴
時
１

２
３
３)

人
の
う
ち
、
30
㌔
以
内

の
原
告
44
人
に
泊
原
発
１
～
３

号
機
運
転
し
て
は
な
ら
な
い
。  

  

５
月
31
日
、
泊
原
発
廃
炉
訴
訟
の
判
決
が
札
幌
地
裁
で
言
い
渡

さ
れ
、
泊
原
発
全
３
基
運
転
を
差
し
止
め
る
と
い
う
画
期
的
な
判

決
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。 

２ 

上
記
以
外
の
原
告
１
１
５
７

人
の
請
求
を
棄
却
す
る
。 

判
決
の
骨
子 

１ 

北
電
の
立
証
終
了
時
期
の
見

通
し
が
立
た
ず
、
審
理
継
続
は
相

当
で
な
い
。 

２ 

津
波
に
対
す
る
安
全
性
を
欠

い
て
い
る
か
ら
、
他
の
争
点
に
つ

い
て
判
断
す
る
ま
で
も
な
く
、
そ

の
運
転
に
よ
っ
て
人
格
権
を
侵

害
す
る
恐
れ
を
有
す
る
。 

３ 

使
用
済
み
核
燃
料
の
危
険
性

は
認
め
る
が
、
原
告
側
の
撤
去
請

求
は
棄
却
。 

４ 

廃
炉
ま
で
必
要
な
具
体
的
事

情
は
見
い
だ
せ
な
い
。 

判
決
後
、
弁
護
団
と
原
告
ら
は

道
高
校
教
職
員
セ
ン
タ
ー
で
記

者
会
見
を
行
な
い
ま
し
た
。 

〈
12
面
に
続
く
〉 

   
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

 
 

 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

▼
今
や
、｢

世
界
終
末
時
計｣

は
、
世
界
の
破
滅
の
０
時
に
あ
と
１
０
０
秒
ま

で
に
迫
っ
て
い
ま
す
。｢

世
界
終
末
時
計｣

と
は
、
核
戦
争
や
環
境
変
動
な
ど

に
よ
る
人
類
の
絶
滅
・
終
末
を｢

午
前
０
時
」
に
な
ぞ
ら
え
、
そ
の
終
末
ま
で

の
残
り
時
間
を
、「
０
時
ま
で
あ
と
何
分
（
秒
）」
と
い
う
形
で
象
徴
的
に
示

す
時
計
の
絵
が
、
ア
メ
リ
カ
の
雑
誌
「
原
子
力
科
学
者
会
報
」
の
表
紙
に
使 

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
世
界
中
に
拡
が
っ
た
概
念
で
す
◆
こ
の
時
計
が
創
設
さ
れ
た
１

９
４
７
年
（
日
本
へ
の
原
爆
投
下
か
ら
２
年
後
）
は
７
分
前
だ
っ
た
の
が
、
米
ソ
の
水

爆
実
験
が
成
功
し
た
５
３
年
に
は
２
分
前
に
進
み
ま
し
た
。
し
か
し
、
米
ソ
が
部
分
的

核
拡
散
防
止
条
約
に
調
印
し
た
６
３
年
に
は
12
分
前
に
戻
る
な
ど
、
時
計
の
針
は
前

進
・
後
退
を
繰
り
返
し
、
最
長
は
、
17
分
前
（
９
１
年
ソ
連
崩
壊
に
よ
り
冷
戦
が
終

結
）
に
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
後
は
進
む
傾
向
が
続
き
，
イ
ラ
ン
と
ア
メ
リ
カ
の
関
係

が
悪
化
し
核
戦
争
の
危
機
が
高
ま
っ
た
２
０
２
０
年
か
ら
以
後
は
、
こ
れ
ま
で
で
最
短

と
な
る
１
０
０
秒
（
１
分
40
秒
）
前
ま
で
針
が
進
ん
で
い
ま
す
◆
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
が

さ
ら
に
針
を
進
め
る
危
険
が
深
刻
で
す
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
情
勢
の
中
、
針
を
遅

ら
せ
る
力
が
世
界
中
に
拡
が
っ
て
き
て
い
る
こ
と
も
確
か
で
す
。
そ
の
大
き
な
力
の
一

つ
と
い
え
る
、
核
兵
器
禁
止
条
約
の
第
１
回
締
結
国
会
議
が
６
月
21
日
ウ
ィ
ー
ン
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
◆
２
０
２
０
年
10
月
に
国
連
の
核
兵
器
禁
止
条
約
の
批
准
国
が
50
カ 

国
に
達
し
た
こ
と
で
、
90
日
後
の
昨
年
１
月
22
日
に
条
約
が
発
効
し
ま
し
た
。
批
准 

国
は
、
現
在
は
65
カ
国
に
増
加
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
会
議
は
、
そ
の
第
１
回
目
の
世

界
会
議
で
す
。
参
加
国
は
、
批
准
国
の
ほ
か
Ｎ
A

T

O
加
盟
の
ベ
ル
ギ
ー
、
オ
ラ
ン

ダ
も
含
め
た
30
を
超
え
る
国
の
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加
を
入
れ
，
80
カ
国
以
上
が
議
論 

に
加
わ
り
ま
し
た
。
会
議
で
は
、
核
抑
止
論
は
も
は
や
成
り
立
た
ず
、
核
兵
器
の
脅
威 

を
な
く
す
に
は｢

全
面
廃
棄｣

以
外
に
な
い
と
い
う
意
見
が
次
々
に
表
明
さ
れ
ま
し
た
。 

そ
し
て
、｢

核
兵
器
の
な
い
世
界｣

の
実
現
が
急
務
だ
と
す
る｢

ウ
ィ
ー
ン
宣
言｣

と
、
条 

約
へ
の
参
加
促
進
や
核
兵
器
被
害
者
支
援
な
ど
の
具
体
的
な
行
動
計
画
を
ま
と
め
た
「 

ウ
ィ
ー
ン
行
動
計
画
」
を
採
択
し
，
23
日
に
閉
幕
し
ま
し
た
◆
日
本
か
ら
は
、
原
爆
被 

災
者
や
反
核
活
動
団
体
な
ど
が
参
加
し
て
い
ま
す
が
、
日
本
政
府
は
参
加
し
ま
せ
ん
で 

し
た
。
条
約
を
批
准
し
な
い
理
由
に｢

核
保
有
国
と
非
保
有
国
の
橋
渡
し
役
と
な
る｣

と 

言
っ
て
い
な
が
ら
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加
も
せ
ず
、｢

橋
渡
し
役｣

な
ど
と
は
ま
る
で
言 

い
逃
れ
で
あ
る
ば
か
り
か
、
憲
法
の
改
正
を
期
し
軍
備
を
増
強
し
、
ア
メ
リ
カ
と
組
ん 

で
東
ア
ジ
ア
の
緊
張
を
た
か
め
る
戦
争
の｢

導
火
線
役
」
さ
え
果
た
そ
う
と
し
て
い
ま
す
。

◆
私
た
ち
は
、
世
界
中
の
反
核
・
反
戦
・
平
和
の
人
た
ち
と
と
も
に
、
核
兵
器
や
軍
事 

力
を
使
わ
な
い｢
真
の
平
和
へ
の
道｣

を
実
行
す
る
政
治
が
日
本
を
含
む
多
く
の
国
々 

で
実
現
さ
せ
る
力
を
増
や
し
、
強
め
て
い
く
こ
と
に
努
め
ま
し
ょ
う
。 

（
福
地
保
馬
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声明 : 泊原発運転差し止め判決の意義と全国の 

脱原発運動にもたらす波及効果について 2022 年 6 月 3 日 

泊原発廃炉訴訟弁護団 弁護団長 市川 守弘   

脱原発弁護団全国連絡会 共同代表 河合 弘之  

同   海渡 雄一  

 はじめに 

さる 5 月 31 日、泊原発の運転差し止めを認める判決が札幌地裁(谷口哲也裁判長)で下された。 

運転差し止めの根拠は、国の基準で求められている津波防護施設が存在しないという、きわめて単純な理由であった。 

この判決と全国の脱原発運動にもたらす波及効果についてまとめてみたい。 

 1  安全性を主張立証する責任は実質的には、被告電力側にあることを認めた 

判決は、原発の安全性をめぐる司法判断の枠組みとして、安全性を主張立証する責任が、実質的に、被告である電力会 

 社側にあることを認めた。すなわち、判決は、「原子力発霞所は、原子力規制委員会が策定した安全性の基準に不合理な 

点がない限り、当該基準満たす場合に、安全性を具備すると考えられる。 

そして、原子力発電所が必要な安全性を欠いており、人格権を侵害する具体的危険があることは、本来、その運転の差 

 止等を求める原告らが主張立証すべきであるが、原子力発電所が原子力規制委員会の策定した基準を満たすか否かについ

て、当該原子力発電所を保有し運用する被告において知見や資料を存することから、上記主張立証責任の帰属にかかわら

ず、まず、被告の側において、当該原子力発電所が、上記基準が求める安全性を満たしており、事故による周辺住民に対 

する人格権復害のおそれがないことを相当の資料、根拠に基づいて主張立証する必要があるというべきであり、被告がこ 

れを尽くさない場合には、当該原子力発電所が自然現象に対する安全性を欠くものであり、それによって予想される事故 

により被害を受けるおそれがあると認められる範囲の周辺住民について、人格権侵害のおそれがあることが事実上推定さ 

れる。」と判断した。 

 このような判断の枠組みは、全国の原発訴訟において原告側が主張してきた論理が受け容れられたものと評価できる。 

 

2 裁判所が国の審査待ちで裁判が膠着するようなことは認めないと判断した 

  北海道電力は、自分達の従前の主張で原発は安全だ、ただし、原子力規制委員会の審査をクリアーするのを待って詳し 

い主張をする、人格権侵害の立証責任は原告にある、と主張してきた。 

 これに対し、判決は次のように述べ、国の審査を待って主張するという北海道電力の主張を排斥した。 

「原子力発電所の運転の可否に関する訴訟においては、科学的・技術的知見を踏まえた慎重な検討が必要であり、地域社 

会への安定的な電力の供給という社会経済活動とも密接に関連するものでもあるから、紛争の実態に即した適正妥当な解 

決という民事訴訟の目的のために、各当事者が必要とする合理的な準備期間を確保する必要がある。しかしながら、本件 

においては、それを考慮しても、上記のとおり長期間が経過してもなお被告が主張立証を終える時期の見通しが立ってお 

らず、この状況で審理を継続することは、原告らに対し、いつ明確になるか分からない、あるいは審査会合の状況によっ 

て変更され得る被告の主張立証に延々と対応することを余儀なくするものであって、これを訴訟上正当化することは難し 

いと考える。口頭弁論終結後に安全性に関する事項が変化する事態が仮に生じた場合には、請求異議の訴え等によって、 

事後に、その変化をも踏まえた実態に即した解決を図る方法もある。当裁判所は、これらの諸事情を考慮して、審理の継 

続は相当でないと判断し、判決をするものである。」 

 まさに、北海道電力による主張立証のサボタージュを厳しく指弾する判決であり、北海道電力にとっては、朝日新聞社 

説（6 月 2 日）が正しく指摘するように、「自ら招いた差し止め」というしかない。 

 これまで、原告の請求を認めた判決と決定は８件あるが、福井地裁の大飯原発差し止め判決を除くすべての事件で原子 

力規制委員会の判断がなされた後に裁判所の判断が示されている。 

 大間原発の函館地裁の判決は、審査中に証人尋問まで行って司法判断が示されたが、まだ審査中であり、当面動く見込 

みがないので、原告らが事故によって被害を被る可能性はないとして、原告の請求が棄却されるという、恐ろしい肩透か 

し判決であった。  

 これに対して、今回の札幌地裁判決は、大間訴訟の函館地裁判決と異なり、行政の判断と別個に司法としての判断は可 

能であるとした。泊原発は既に完成して使用済み燃料も施設内にあることなど、大間とは異なるが、電力会社が原子力規 

制委員会での審査中であることを盾に、まともに訴訟に対応しないやり方に裁判所が明確にレッドカードを突き付けたと 

いえる。 ＜3 面に続く＞ 
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 このような判断は、国の審査結果が示されず、訴訟が膠着状態となっている、浜岡、志賀、大間の原発訴訟に、直接影 

響する可能性がある。 

 

3 津波問題で初の差し止め判断 

  また、この判決は、津波問題で、原発の安全性を認めなかった初の司法判断と言える。判決要旨では次のように述べて 

いる。 

  「泊発電所の敷地は、T.P.(東京湾平均海面)+10m の高さにあり、原子炉容器や使用済燃料貯蔵施設などといった S ク 

ラスに属する設備を内包する建屋は、全て同敷地に存在するから、泊発電所が津波に対する原子力規制委員会の安全性の 

基準(設置許可基準規則 5 条 1 項) を満たすためには、基準津波が T.P.+10m を超えないこと、又は、防潮堤等の津波防 

護施設及び浸水防止施設を有し、かつ、それが基準地震動による地震力及び入力津波に対して津波防護機能を保持できる 

ことが必要になる。 

  泊発電所の基準津波及び入力津波は、適合性審査が継続していることもありいまだ確定していないが、すくなくとも従 

前の被告の主張等に鑑みて基準津波の敷地前面最大水位上昇量が+12.63m、同所での入力津波の最大水位が T. P.+13.8 

m であると認められる。 

  これは、敷地の高さを上回るから、泊発電所においては、基準地震動による地震力及び基準津波に対して津波防護機能 

を保持することのできる津波防護施設の設置が必要になる。 

  この津波防護施設について、被告は、泊発電所には既存の防潮堤が存在することや、同防潮堤の地盤に液状化等が生じ 

る可能性が低いことを主張するが、原子力規制委員会から指摘され、原告らも主張する地盤の液状化や揺すり込み沈下が 

生じる可能性がないことについて、被告は、相当な資料によって裏付けていない。  

  また、被告が今後建設予定であるとする新たな防潮堤についても、高さを T. P.+16.5 m とすること以外に、構造等が 

決まっていない。 

  そのため、本件口頭弁論終結時において、泊発電所について、基準地震動による地震力及び基準津波に対して津波防護 

機能を保持することのできる津波防護施設は存在しておらず、設置許可基準規出 5 条 1 項が定める津波に対する安全性の 

基準を満たしていない。 

  そうすると、泊発電所が津波に襲われた場合に予想される事故による人格権侵害のおそれが推定され、この推定を覆す 

に足りる証拠はない。」 とてもシンプルで、北海道電力としては言い返す余地がない判断と言える。 

 

4 津波以外の争点について、避難問題を含めて、原告の主張立証は排斥されていない 

  原告側が主張していたその他の論点については、泊原発が、津波防護対策を欠いていることが明かであるから、その余 

の点について判断するまでもないとして判断は示していない。原告は、地震,断層,火山の論点でも負けていないのである。 

 さらに判決の 18-19 ページには次のような記載がある。 

「原告らは、本件各原子炉の運転による原告らの人格権侵害のおそれを基礎付ける事実として、第 2、6 のとおり、主と 

して、（1）敷地内地盤の安全性、（2）地震に対する安全性、（3）津波に対する安全性、（4）火山事象に対する安全 

性及び（5）防災計画の適否に関する事実を主張する。 

 そして、これらは、いずれも、原子力規制委員会が定める安全性の基準等に関連し（（1）ないし（4）は設置許可基準 

規則、（5）は原子力防災対策指針に関連する）、本件各原子炉を運転するためには、その全てについて上記基準等に係る 

安全性の要請を満たす必要があるものであって、いずれか 1 つの点においてでも安全性に欠ける場合には、そのことのみ 

をもっても、人格権侵害のおそれが認められることになる。」 

 この判示は、明らかに、適切な防災計画のない場合は、それだけで運転を差し止めるべきと判断するものである。この 

ような判断は東海第二原発について昨年の水戸地裁判決に続く 2 例目の判断である。 

 全国の原発訴訟では、ほぼ例外なく避難計画の適否が争点とされており、このような判断が続いたことは、これらの訴 

訟にも大きく影響するだろう。 

 

5 請求を認容した原告を施設から 30 キロ圏内に住む住民に限定した点について 

 請求を認容した原告を施設から 30 キロ圏内に住む住民に限定した点は、避難計画の不備を理由に差し止めの判断をし 

た水戸地裁の判断に影響されたと考えられるが、もんじゅの最高裁判決(80 キロ)よりも後退しており、近時は 250 キロ 

圏内の住民に適格を認めている例もあることからしてその判断には疑問がある。 

しかし、判決が請求を認容した原告を限定した背後には、同原子炉が長く停止しており、原子炉中に残存している使用 

済み燃料の崩壊熱も低下しているとの北海道電力の主張を考慮したとも考えられ、現に稼働中の原発の ＜4 面に続く＞ 
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運転差し止めを求めている訴訟には先例とすべきでない。 

6 結論 

 朝日新聞の前記社説は、冒頭に「自らの原発の安全性をしっかり説明できない者に原発を動かすことを認めるわけには 

いかない-。だれもが納得できるまっとうな判断である」と述べている。まさにこの通りである。 

また、北海道新聞の社説（6 月 1 日）は、「津波対策の不備による運転差し止め命令はこれが初めてだ。訴えに真摯に 

向き合う姿勢を欠いた北電側が自ら招いた結果だろう。（中略）…福島の事故で原発の安全神話が崩壊し、国や電力会社 

の論理より住民に軸足を置く司法判断の流れは今後も強まる可能性がある。」と論じている。これもまたその通りである。 

  北海道電力は、すでに控訴の意向を示しているが、北海道電力が国民と裁判所に説明責任を果たしてこなかったことは 

紛れもない事実である。北海道電力が泊原発の稼働を目指すとしても、まずは、この判決を受け容れて確定させ、国の原 

子力規制委員会の納得する安全性を証明してから、この判決に対して請求異義の訴訟を起こすのが常識的な対応だろう。 

  前記の北海道新聞社説はさらに、「脱炭素化で再生可能エネルギー重視を打ち出す政府は 20 年後、道内に泊 3 基の最 

大 7 倍に及ぶ出力の洋上風力を整備する方針だ。今後は豊富な電力を道外にどう送電するかが課題になる。ベースロード 

（基幹）電源を他に確保すれば原発に固執する必要もない」「これ以上原発に傾斜するのは道民にとって不安が募る。北 

電は判決を機に認識を改めるべきだ」と指摘した。地元紙の社説が北海道電力に対して、原発に固執する必要がないと述 

べたことの意義は大きい。これはまさに、今回の裁判で、原告らが求めたことに他ならない。 

 私たちは北海道電力に対し、この判決を機に、会社として脱原発への経営判断をするべきであることを強く訴える。 

  最後に、札幌地裁の谷口哲也裁判長らが、上記のようなまっとうな原告勝訴の運転差し止めの判断を導いたことに心か 

ら敬意を表したい。                                          以 上 

                                                      

泊原発運転差止訴訟札幌地裁判決に対する会長声明 
 

札幌地方裁判所は、本年５月３１日、北海道電力株式会社に対し、北海道電力泊原子力発電所（以下「泊原発」と 

いう。）１号機から３号機までにつき、運転差止めを命ずる判決（以下「本判決」という。）を言い渡した。 

 

福島第一原子力発電所事故後、原子力発電所（以下「原発」という。）の安全確保に問題があるとして民事訴訟又は仮 

 処分において運転差止めを認めた事例はこれまで６例あるが、本判決は初めて、津波に対する安全性の基準を満たしてい 

 ないことを理由として、原発の運転差止めを命じたものであり、その意義は大きい。 

   

当連合会は、２０１３年の第５６回人権擁護大会において、原発の再稼働を認めず、できる限り速やかに廃止すること 

等を内容とする決議を採択した。また、２０１４年の第５７回人権擁護大会においても、行政庁が依拠する特定の専門的 

技術見解を尊重して原発の安全性を判断する方法を改め、今後は、科学的・経験的合理性を持った見解が他に存在する場 

合には、当該見解を前提としてもなお安全であると認められない限り原発の設置・運転を許さないなど、万が一にも原子 

炉等による災害が発生しないような判断枠組みが確立されること等を求める宣言を採択した。 

 

本判決は、提訴から１０年、原子炉の変更許可申請から８年半を経てもなお、泊原発の特に津波に関する安全性に関し 

て主張立証を終える時期の見通しが立っていないことを受け、原子力規制委員会の結論を待つことなく審理を終結し、口 

頭弁論終結時において現在設置されている防潮堤について地盤の液状化等のおそれがないことの説明がなされておらず、 

津波に対する安全性を欠いていると判示したもので、当連合会の決議・宣言等と同様の問題意識に立ったものとして評価 

できる。 

 

当連合会は、本判決を受け、原子力規制委員会に対して、最新の知見に照らし津波対策等が不十分な原発の運転を認め 

ないことはもちろん、地震・火山・避難対策等に関する基準をこれまでの住民勝訴判決や当連合会の指摘を踏まえて徹底 

的に強化するよう求める。また、政府に対しては、従来の原子力に依存するエネルギー政策を改め、できる限り速やかに 

原発を廃止し、再生可能エネルギーを飛躍的に普及させるとともに、これまで原発が立地してきた地域が原発に依存する 

ことなく自律的発展ができるよう、必要な支援を行うことを強く求めるものである。 

 

２０２２年（令和４年）６月８日    日本弁護士連合会  会長 小林 元治   
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 3・11から11年を経ての思い       シリーズ【福島の今を告発する】⑪ 

「被ばくからの自由」という基本的人権の確立を求めて

〜手放してはいけない私たちの権利とは何なのか〜 (下) 

 

 

 

 

４
．
「被
ば
く
か
ら
の
自
由
」
と
は  

― 
具
体
的
３
つ
の
内
容 

― 

人
に
は
絶
対
的
に
無
用
な
被
ば
く

を
避
け
る
権
利
が
あ
り
ま
す
。 

被
ば
く
を
免
れ
健
康
を
享
受
す
る

権
利
が
あ
り
、
そ
れ
は
基
本
的
人
権

以
外
の
な
に
も
の
で
も
あ
り
ま
せ

ん
。
健
康
に
対
す
る
権
利
で
あ
り
、

生
命
に
関
す
る
最
も
大
切
な
基
本
的

人
権
で
す
。
被
ば
く
か
ら
身
を
守

る
、
少
し
も
無
用
な
被
ば
く
を
受
け

た
く
な
い
、
そ
う
思
っ
た
と
き
、
そ

れ
は
誰
か
ら
も
否
定
さ
れ
る
も
の
で

は
な
く
絶
対
的
に
承
認
さ
れ
る
は
ず

な
の
で
す
（
絶
対
的
被
ば
く
拒
否

権
）
。 

そ
れ
と
同
時
に
、
選
択
的
被
ば
く

回
避
権
も
認
め
ら
れ
る
べ
き
で
す
。

被
ば
く
を
避
け
る
こ
と
の
他
に
も
守

る
べ
き
権
利
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
そ 

    

 

   

東
日
本
大
震
災
避
難
者
の
会  

 
Thanks 

＆ Dream

（
サ
ン
ド
リ
）
代
表 

原
発
賠
償
関
西
訴
訟
原
告
団 

代
表 

原
発
被
害
者
訴
訟
原
告
団
全
国
連
絡
会 

共
同
代
表 

 
 
 

森 

松 

明 

希 

子 
 

の
個
々
人
が
選
択
で
き
る
も
の
で
あ

っ
て
、
決
し
て
誰
か
ら
も
、
特
に
加

害
の
側
か
ら
は
当
然
押
し
付
け
ら
れ

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

例
え
ば
被
ば
く
を
甘
受
し
な
が
ら

も
原
子
力
発
電
所
の
収
束
作
業
・
廃

炉
作
業
に
従
事
す
る
作
業
員
の

方
々
、
放
射
能
汚
染
は
あ
る
け
れ
ど

も
強
制
避
難
区
域
に
指
定
さ
れ
て
い

な
い
ゆ
え
に
地
域
住
民
を
守
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
立
場
に
あ
る
人
々

（
学
校
の
先
生
や
地
域
医
療
に
携
わ

る
人
々
、
行
政
、
消
防
の
職
員
、
除

染
従
事
者
な
ど
）
で
す
。 

 

こ
れ
ら
の
人
々
は
被
ば
く
回
避
権

を
行
使
し
な
い
か
ら
と
言
っ
て
、
被

ば
く
に
よ
る
権
利
侵
害
が
な
く
な
る

と
か
、
被
ば
く
を
甘
ん
じ
て
受
け
入

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と

に
は
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
子
ど
も

は
親
が
被
ば
く
回
避
行
為
を
決
断
し

な
け
れ
ば
被
ば
く
回
避
権
を
行
使
し

え
な
い
で
す
が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て

被
ば
く
拒
否
権
が
消
滅
す
る
わ
け
で

は
な
い
の
で
す
。
両
者
は
両
立
し
う

る
し
、
人
は
い
つ
で
も
自
由
に
被
ば

く
回
避
の
行
動
を
選
択
で
き
る
の
で 

『
３
・
11
避
難
者
の
声
』
の
表
紙 

       
 

      

す
（
選
択
的
被
ば
く
回
避
権
）
。
被
ば

く
を
避
け
た
い
と
思
っ
て
も
避
難
の

た
め
の
制
度
や
施
策
、
法
律
も
な
く

避
難
し
た
く
て
も
出
来
な
い
人
が
い

る
こ
と
と
同
様
に
、
避
難
を
継
続
し

被
ば
く
を
避
け
た
い
と
思
っ
て
も
帰

還
政
策
に
の
み
力
を
注
ぐ
国
の
姿
勢

に
よ
り
、
実
質
的
に
は
望
ま
な
い
帰

還
を
余
儀
な
く
さ
せ
ら
れ
る
と
い
う

こ
と
は
強
制
送
還
（
強
制
被
ば
く
）
と

同
じ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

そ
し
て
も
う
一
つ
、
無
用
な
被
ば

く
を
免
れ
る
た
め
に
も
、
自
己
の
被

ば
く
に
関
す
る
情
報
を
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
す
る
権
利
が
と
て
も
重
要
で
す

（
被
ば
く
情
報
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
権
）
。

放
射
能
は
目
に
見
え
ま
せ
ん
。
低
線

量
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
人
間
の
五
感

で
は
感
ず
る
こ
と
が
出
来
な
い
こ
と

は
誰
も
が
分
か
っ
て
い
る
こ
と
で
す 

で
は
自
分
自
身
が
被
ば
く
し
た

（
さ
せ
ら
れ
た
）
と
「
知
る
権
利
」

で
も
あ
る
被
ば
く
情
報
は
誰
が
握
っ

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。 

国
策
で
進
め
た
原
発
を
制
御
す
べ

き
立
場
に
あ
る
国
や
放
射
線
の
管
理

を
事
実
上
行
う
べ
き
立
場
に
あ
る
事

業
者
、
つ
ま
り
今
ま
さ
に
責
任
を
追

求
さ
れ
て
い
る
国
や
東
京
電
力
が
そ

れ
を
き
ち
ん
と
公
表
す
べ
き
こ
と
を

せ
ず
、
隠
蔽
し
続
け
た
結
果
、
一
般

公
衆
が
無
用
な
被
ば
く
を
重
ね
続
け

て
い
る
11
年
間
と
言
っ
て
も
過
言
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
幾
度
と
な
く
、
後

か
ら
後
か
ら
被
ば
く
さ
せ
ら
れ
た
と

い
う
事
実
を
私
た
ち
は
知
ら
さ
れ
続

け
て
い
ま
す
。
知
っ
て
被
ば
く
す
る

こ
と
と
、
何
も
知
ら
ず
に
被
ば
く
さ

せ
ら
れ
る
こ
と
と
は
全
く
意
味
が
異

な
る
の
で
す
。（『
災
害
か
ら
の
命
の

守
り
方
―
私
が
避
難
で
き
た
わ
け
』

森
松
明
希
子
・
著
／
２
０
２
１
年
） 

 

人
々
の
命
や
健
康
を
守
る
た
め
、

こ
の
国
は
適
切
な
情
報
を
出
し
た
で

し
ょ
う
か
？
被
ば
く
か
ら
逃
れ
る
た

め
の
選
択
肢
を
提
供
し
て
く
れ
た
で

し
ょ
う
か
？
個
人
の
尊
厳
（
日
本
国

憲
法
第
13
条
）
が
守
ら
れ
、
私
た
ち

は
尊
厳
を
も
っ
て
「
被
ば
く
か
ら
の

自
由
」
と
い
う
基
本
的
人
権
を
行
使

で
き
て
い
る
で
し
ょ
う
か
？ 

 

私
が
避
難
を
続
け
て
い
る
の
は
、

福
島
原
発
事
故
に
よ
る
放
射
能
汚
染

が
「
あ
る
」
か
ら
〈
６
面
に
続
く
〉 
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「被ばくからの自由」という基本的人権の確立を求めて 

 〜手放してはいけない私たちの権利とは何なのか〜〈5 面の続き〉 

 

 

 

 

で
す
。
何
も
知
ら
さ
れ
ず
に
、
外
部
被

ば
く
・
内
部
被
ば
く
を
問
わ
ず
、
一
体

ど
れ
だ
け
初
期
被
ば
く
を
さ
せ
ら
れ
た

か
も
分
か
ら
な
い
上
に
、
更
に
重
ね

て
、
私
た
ち
は
も
う
こ
れ
以
上
、
１
ミ

リ
シ
ー
ベ
ル
ト
た
り
と
も
無
用
な
被
ば

く
を
重
ね
た
く
は
な
い
の
で
す
。
「
避

難
」
は
、
線
源
か
ら
遠
ざ
か
る
と
い
う

最
も
直
截
的
で
効
果
的
な
被
ば
く
防
護

の
手
段
で
あ
り
積
極
的
被
ば
く
回
避
権

の
行
使
と
言
え
る
の
で
す
。 

こ
の
国
は
あ
た
か
も
「
除
染
」
さ
え
す

れ
ば
人
が
帰
還
し
て
そ
れ
ま
で
の
ふ
つ

う
の
暮
ら
し
が
取
り
戻
せ
る
よ
う
な
言

説
を
流
布
し
て
き
ま
し
た
が
、
果
た
し

て
莫
大
な
除
染
費
用
に
対
し
て
ど
れ
ほ

ど
の
効
果
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？ 

  

      

 

       

２
０
１
８
・
３
・
19
国
連
人
権
理
事
会

で
の
森
松
明
希
子
演
説 

抜
粋 

 

 

 

血
税
を
投
入
し
て
除
染
一
辺
倒
の
施
策

と
比
べ
て
、
確
実
に
宣
言
か
ら
遠
ざ
か

る
と
い
う
こ
と
で
被
ば
く
の
リ
ス
ク
を

下
げ
ら
れ
る
と
い
う
人
の
命
や
健
康
を

守
る
と
い
う
施
策
に
は
知
恵
も
実
践
も

行
わ
れ
な
い
ま
ま
の
11
年
間
で
し
た
。 

 

被
ば
く
し
た
く
な
い
と
い
う
人
々
の

思
い
を
踏
み
に
じ
り
、
被
ば
く
リ
ス
ク

の
あ
る
汚
染
地
に
人
々
を
縛
り
付
け

（
そ
れ
は
見
方
に
よ
れ
ば
、
「
放
射
能

安
全
神
話
」
へ
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
に
簡

単
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

が
）
、
他
方
で
被
ば
く
か
ら
逃
れ
る

人
々
を
無
視
・
冷
遇
す
る
こ
と
で
、

人
々
の
避
難
す
る
権
利
と
権
利
行
使
の

意
識
を
鈍
ら
せ
る
こ
と
に
も
な
っ
て
い

る
と
私
は
思
い
ま
す
。 

被
ば
く
回
避
の
方
法
は
、
選
択
的
で

あ
り
、
誰
か
ら
も
否
定
さ
れ
る
こ
と
は

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
思
う
の
で
す
。

避
難
を
非
難
す
る
社
会
を
許
す
と
き
、

そ
れ
は
自
ら
の
被
ば
く
防
禦
の
権
利
を

手
放
し
て
い
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い

の
で
す
。 

５
．
平
和
の
う
ち
に 

生
存
す
る
権
利 

２
０
１
８
年
３
月
に
ス
イ
ス
・
ジ
ュ

ネ
ー
ブ
で
開
催
さ
れ
た
国
連
人
権
理
事

会
で
は
、「
放
射
線
被
ば
く
か
ら
免
れ
健

康
を
享
受
す
る
権
利
は
、
人
の
生
命
・
健

康
に
直
接
か
か
わ
る
最
も
重
要
な
基
本

的
な
権
利
」
で
す
、
私
が
守
り
た
い
の
は

そ
れ
だ
け
で
す
、
と
全
世
界
の
皆
さ
ん

に
訴
え
ま
し
た
。 

 

 

避
難
し
た
人
た
ち
だ
け
の
正
当
性
を

訴
え
て
い
る
の
で
は
な
く
、
現
地
に
留

ま
っ
て
い
る
人
も
帰
還
し
た
人
に
も
す

べ
て
の
人
に
「
放
射
線
被
ば
く
を
免
れ

健
康
を
享
受
す
る
権
利
（
被
ば
く
か
ら

の
自
由
）
」
が
あ
る
と
訴
え
て
い
ま
す
。

ま
た
原
発
大
国
日
本
に
住
ん
で
い
る

人
々
は
も
ち
ろ
ん
、
地
球
上
の
全
て
の

人
も
、
こ
の
全
人
類
に
通
じ
る
命
と
健

康
に
対
す
る
権
利
を
有
し
て
い
ま
す
。 

日
本
で
は
、
原
発
が
全
国
に
あ
っ
て
、

ま
だ
動
か
し
て
い
ま
す
。
原
発
を
停
止

さ
せ
た
と
し
て
も
、
全
て
廃
炉
に
す
る

ま
で
こ
の
国
は
危
険
を
は
ら
ん
で
い
る

の
で
す
。
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
、
老
朽

化
、
地
震
や
津
波
、
火
山
の
噴
火
な
ど
で

原
発
が
事
故
爆
発
す
る
可
能
性
は
も
う

想
定
外
で
は
な
い
。
そ
の
と
き
に
私
た

ち
は
不
必
要
な
被
ば
く
を
免
れ
る
権
利

を
持
っ
て
い
て
、
政
府
（
国
家
）
は
そ
れ

に
対
応
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
し
、
人

権
に
基
づ
く
保
護
義
務
が
あ
る
の
で
す

（
国
連
「
国
内
避
難
に
関
す
る
指
導
原

則
」
参
照
）
。 

福
島
原
発
事
故
を
契
機
に
こ
の
命
に

関
わ
る
普
遍
的
な
権
利
が
確
立
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。 

 

そ
う
す
る
こ
と
で
、
あ
ら
ゆ
る
核
被

害
の
根
絶
、
こ
れ
以
上
「
ヒ
バ
ク
シ
ャ
」

を
生
み
出
さ
な
い
社
会
へ
と
変
わ
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
す
。 

今
、
こ
の
国
は
「
平
和
」
で
あ
る
と
世

界
に
胸
を
張
っ
て
言
え
る
で
し
ょ
う

か
？ 

 

 

       
 

 
 

 
 

 
 

 
 

   

 

 

『
母
子
避
難
、
心
の
軌
跡
』(

か
も
が
わ
出
版 

２
０
１
３
年)  

   

 

    

『
災
害
か
ら
の
命
の
守
り
方
』(

文
芸
社 

２
０
２
１
年) 

   

 

  

 

 

私
は
、
こ
の
11
年
間
、
平
和
の
う
ち

に
生
き
て
い
る
と
実
感
し
た
こ
と
は
一

度
も
あ
り
ま
せ
ん
。 

こ
の
国
が
世
界
に
誇
る
日
本
国
憲
法

で
は
「
全
世
界
の
国
民
は
、
恐
怖
と
欠
乏

か
ら
免
か
れ
、
平
和
の
う
ち
に
生
存
す

る
権
利
を
有
す
る
」
と
前
文
で
高
ら
か

に
う
た
い
、
１３
条
で
個
人
の
尊
厳
を
規

定
し
て
い
ま
す
が
、
福
島
原
発
事
故
を

経
験
し
て
、
こ
の
国
は
、
本
当
に
「
平
和

の
う
ち
に
生
存
す
る
権
利
」
を
最
優
先

に
、
人
の
命
や
健
康
を
最
も
大
切
に
す

る
社
会
と
い
う
方
向
に
舵
を
切
っ
て
進

め
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。
私
は
、
そ
う
は

思
い
ま
せ
ん
。 

 

〈
７
面
に
続
く
〉 
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平
和
と
は
何
で
し
ょ
う
か
？
平
和
と

は
日
々
の
暮
ら
し
そ
の
も
の
だ
と
い
う

こ
と
を
、
身
を
も
っ
て
知
り
ま
し
た
。

76
年
前
、
先
の
戦
争
で
、
逃
げ
る
こ
と

が
許
さ
れ
な
い
、
空
襲
が
あ
っ
て
も
逃

げ
ず
に
火
を
消
せ
、
「
お
国
の
た
め
に
」

と
全
体
主
義
的
な
思
想
に
覆
い
尽
く
さ

れ
、
そ
し
て
異
論
を
許
さ
ず
、
自
由
な

言
論
も
封
じ
ら
れ
、
思
考
停
止
を
全
国

民
に
強
い
て
、
そ
し
て
行
き
着
い
た
の

が
先
の
太
平
洋
戦
争
で
し
た
。 

逃
げ
ず
に
「
復
興
」
「
が
ん
ば
ろ
う
」

「
絆
」「
オ
ー
ル
福
島
・
オ
ー
ル
東
北
・

オ
ー
ル
日
本
」・
・
・
平
和
と
は
戦
争
に

よ
っ
て
の
み
脅
か
さ
れ
る
も
の
で
は
な

い
と
い
う
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。 

原
子
力
発
電
所
が
事
故
を
起
こ
し
て 

 

 

『
レ
ッ
ド
キ
モ
ノ
』
３
人
の
母
子
避
難
者
の 

証
言
集(

日
英
両
語
版) 

     

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

               
                      

 

 

 

拡
散
を
し
、
ば
ら
ま
く
も
の
は
放
射
能
。

敗
戦
直
前
、
広
島
と
長
崎
で
落
と
さ
れ

た
原
子
力
爆
弾
で
ば
ら
ま
か
れ
た
も
の

も
放
射
能
で
す
。
こ
の
国
は
、
広
島
、
長

崎
、
そ
し
て
福
島
を
経
験
し
て
い
る
の

に
、
国
民
は
黙
っ
て
、
そ
れ
で
も
な
お
原

子
力
（
核
）
に
し
が
み
つ
く
の
か
、
そ
れ

と
も
、
人
の
命
に
と
っ
て
脅
威
で
あ
る

核
被
害
を
広
汎
に
撒
き
散
ら
す
も
の
か

ら
は
き
っ
ぱ
り
と
手
を
放
す
の
か
、
私

た
ち
自
身
に
問
わ
れ
て
い
る
問
題
で
あ

る
と
思
う
の
で
す
。 

11
年
後
の
今
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
攻
に
よ
り
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発

を
は
じ
め
と
し
て
原
発
が
攻
撃
対
象
に

さ
れ
る
と
い
う
こ
と
も
私
た
ち
は
リ
ア

ル
タ
イ
ム
で
目
撃
し
て
い
ま
す
。
原
発

は
核
被
害
と
核
の
脅
威
を
も
た
ら
し
ま

す
が
、
改
め
て
「
被
ば
く
か
ら
の
自
由
」

は
全
世
界
の
国
民
が
有
し
て
い
る
基
本

的
人
権
で
あ
り
、
ま
た
、
被
ば
く
の
脅
威

か
ら
免
れ
る
と
い
う
「
避
難
の
権
利
」
も

世
界
に
通
じ
る
基
本
的
人
権
と
し
て
今

こ
そ
確
立
す
べ
き
だ
と
私
は
考
え
て
い

ま
す
。 

福
島
を
経
験
し
、
10
年
以
上
が
経
っ

た
今
、
福
島
原
子
力
惨
禍
の
問
題
の
本

質
で
あ
る
放
射
線
被
ば
く
・
放
射
能
汚

染
か
ら
目
を
逸
ら
さ
な
い
こ
と
が
未
来

へ
の
バ
ト
ン
を
手
渡
す
た
め
に
必
要
だ

と
思
い
ま
す
。
世
の
中
に
は
大
別
し
て

２
つ
の
立
場
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。 

人
々
に
「
被
ば
く
」
を
強
要
す
る
立
場

と
そ
れ
に
反
対
す
る
立
場
。
あ
な
た
は 

 

ど
ち
ら
の
立
場
に
立
ち
ま
す
か
？ 

私

た
ち
一
人
一
人
が
無
用
な
被
ば
く
を
拒

否
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
り
、
放
射

能
か
ら
避
難
す
る
「
権
利
」
が
あ
る
の
で

す
。
被
ば
く
は
嫌
だ
と
声
を
上
げ
て
「
助

け
て
」
と
言
う
権
利
も
あ
る
の
で
す
。
ま

た
、
核
の
ゴ
ミ
を
受
け
入
れ
る
か
ど
う
か

も
、
私
た
ち
市
民
の
側
に
被
ば
く
防
護
と

い
う
観
点
か
ら
の
拒
否
権
も
選
択
権
も

あ
る
の
で
す
。 

避
難
を
非
難
さ
れ
る
社
会
で
あ
っ
て

は
な
ら
な
い
と
思
う
の
で
す
。
「
被
ば

く
か
ら
の
自
由
」
と
い
う
人
の
命
や
健

康
に
関
す
る
基
本
的
人
権
こ
そ
が
、

今
、
私
た
ち
が
手
放
し
て
は
い
け
な
い

権
利
な
の
で
す
。 

何
度
で
も
繰
り
返
し
ま
す
が
、
避
難

し
た
人
た
ち
の
正
当
性
だ
け
を
訴
え
て

い
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
「
被
ば
く

か
ら
の
自
由
」
は
、
廃
炉
作
業
を
は
じ

め
、
被
ば
く
労
働
者
の
人
権
を
守
る
こ

と
で
も
あ
り
、
ま
だ
か
ろ
う
じ
て
事
故

や
放
射
能
漏
れ
を
起
こ
し
て
い
な
い
こ

の
国
の
す
べ
て
の
原
発
周
辺
住
民
の
命

と
健
康
を
守
る
こ
と
で
も
あ
り
、
ひ
い

て
は
、
将
来
に
渡
り
私
た
ち
の
次
世
代

の
人
々
の
基
本
的
人
権
を
守
る
と
い
う

こ
と
に
も
な
る
の
で
す
。 

人
の
命
や
健
康
よ
り
も
大
切
に
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
は
あ
る
の
で

し
ょ
う
か
？ 

 

私
は
、
放
射
線
被
ば
く
か
ら
免
れ
、

自
ら
の
命
と
健
康
を
守
る
行
為
が
原
則

で
あ
る
と
考
え
ま
す
。 

 
   ( 

了 ) 

 

 

       
 

 
 

 
 

 
 

 
 

   

 

 

【
森
松
明
希
子
（
も
り
ま
つ
あ
き
こ
） 

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】 

福
島
県
在
住
中
に
東
日
本
大
震
災
及
び
福

島
原
子
力
惨
禍
に
被
災
。
０
歳
と
３
歳
の

２
児
を
連
れ
て
大
阪
へ
国
内
避
難 

（
母
子

避
難
）
。
東
日
本
大
震
災
避
難
者
の
会 

T
h

a
n

k
s
 

＆ 
D

re
a
m

（
サ
ン
ド
リ
）
を

主
宰
。
原
発
被
害
者
訴
訟
原
告
団
全
国
連

絡
会
共
同
代
表
、
原
発
賠
償
関
西
訴
訟
原

告
団
代
表
を
務
め
る
。
国
内
外
で
講
演
を

続
け
、
災
害
に
よ
る
被
災
者
・
避
難
者
・

原
発
事
故
被
害
者
の
人
権
に
つ
い
て
訴
え

る
。
ス
イ
ス
・
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
の
国
連
人
権

理
事
会
に
て
ス
ピ
ー
チ
。
参
議
院
東
日
本

大
震
災
復
興
特
別
委
員
会
に
参
考
人
と
し

て
招
聘
さ
れ
、
被
災
当
事
者
と
し
て
陳
述

を
行
う
。「
黒
田
裕
子
賞
」
受
賞
。
著
書
に

『
母
子
避
難
、
心
の
軌
跡
』（
か
も
が
わ
出

版
、
２
０
１
３
年
）
、『
災
害
か
ら
の
命
の

守
り
方
ー
私
が
避
難
で
き
た
わ
け
ー
』
（
文

芸
社
、
２
０
２
１
年
）
な
ど 

 

主
な
発
言
：「
被
ば
く
を
避
け
健
康
を
享 

受
す
る
こ
と
は
基
本
的
人
権
で
す
」「
知
っ 

て
被
ば
く
す
る
こ
と
と
何
も
知
ら
さ
れ
ず 

に
被
ば
く
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
は
全
然
意
味 

が
違
う
の
で
す
」「
放
射
能
は
県
境
で
は
止 

ま
ら
な
い
」「
『
避
難
の
権
利
』
は
『
平
和 

の
う
ち
に
生
き
る
権
利
』
な
の
で
す
」
「
被 

ば
く
か
ら
ま
ぬ
が
れ
い
の
ち
と
健
康
が
守 

ら
れ
る
権
利
の
大
切
さ
を
世
界
の
み
な
さ 

ん
に
伝
え
た
い
」「
『
避
難
』
は
『
保
養
』 

の
最
た
る
も
の
で
す
」
「
自
主
避
難
で
は 

な
く
『
自
力
避
難
』」 
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図
１ 

大
気
中
の
ト
リ
チ
ュ
ウ
ム
の
変
化

［
出
典
］
日
本
原
子
力
学
会
誌 3

9
(
1
1
)
,
 

p
.
9
2
4
(
1
9
9
7
)

に
加
筆 

目
次 

は
じ
め
に 

ト
リ
チ
ウ
ム
っ
て
な
ん
だ
？ 

原
子
力
発
電
と
ト
リ
チ
ウ
ム 

ト
リ
チ
ウ
ム
安
全
神
話 

遮
蔽
で
き
る 

半
減
期
が
短
い 

速
や
か
に
排
泄 

〈
以
下
は
次
号
に
掲
載
〉 

特
定
の
対
組
織
に
集
ま
ら
な
い 

生
物
濃
縮
し
な
い 

規
制
基
準
？ 

本
当
に
速
や
か
に
拡
散
す
る
？ 

結
局
何
な
の
さ 

 は
じ
め
に 

福
島
の
原
発
事
故
の
敷
地
に
は
、

い
ま
も
毎
日
１
５
０
ト
ン
の
汚
染
水

が
敷
地
内
の
タ
ン
ク
に
貯
め
続
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
総
量
も

月

日
現
在
注
１

で
１
１
７
万
ト
ン
を
超

え
る
量
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

こ
の
水
は
、
メ
ル
ト
ダ
ウ
ン
し
た

原
子
炉
を
冷
や
し
続
け
る
た
め
に
か

け
ら
れ
、
放
射
性
物
質
に
汚
染
さ
れ

た
水
で
す
。A

L
P

S

と
名
付
け
ら
れ

た
汚
水
処
理
装
置
を
使
っ
て
汚
染
し

た
水
か
ら
汚
染
物
質
を
取
り
除
き
ま

す
。
そ
れ
で
も
ト
リ
チ
ウ
ム
と
い
う

放
射
性
物
質
は
水
そ
の
も
の
な
の
で

取
り
除
け
ま
せ
ん
。
福
島
の
原
発
敷

地
に
ト
リ
チ
ウ
ム
が
入
っ
た
汚
染
水 

 

室
蘭
工
業
大
学
名
誉
教
授 

宮 

尾 

正 

大 

が
１
０
０
万
ト
ン
注
１

を
超
え
て
溜

ま
り
続
け
、
い
ま
も
増
え
続
け
て
い

る
の
で
す
。
そ
し
て
そ
の
汚
染
水
を

ど
う
す
る
か
と
言
う
こ
と
に
な
り
、

海
に
捨
て
て
し
ま
え
と
い
う
議
論
が

起
き
た
の
で
す
。
19
年
11
月
13
日

の
北
海
道
新
聞
で
は
、「
海
に
捨
て

る
べ
き
だ
」
と
「
保
管
し
続
け
る
べ

き
だ
」
と
の
誌
上
討
論
が
掲
載
さ
れ

ま
し
た
。
こ
こ
で
問
題
の
ト
リ
チ
ウ

ム
と
は
一
体
何
者
な
の
か
を
考
え
ま

す
。 

注
１ 

２
０
１
９
年
当
時 

ト
リ
チ
ウ
ム
っ
て
な
ん
だ
？ 

私
た
ち
の
地
球
で
も
宇
宙
か
ら
放

射
線
が
日
々
降
り
注
い
で
い
ま
す
。

ト
リ
チ
ウ
ム
は
そ
の
放
射
線
の
影
響

を
受
け
て
作
ら
れ
ま
す
。
ト
リ
チ
ウ

ム
の
正
体
は
水
素
そ
の
も
の
で
す
。

し
か
し
、
お
な
じ
み
の
水
素
と
は
１

つ
だ
け
違
っ
て
い
て
重
い
の
で
す
。 

普
通
の
水
素
原
子
は
１
つ
の
陽
子

を
中
心
に
し
て
１
つ
の
電
子
が
そ
の

周
り
を
回
っ
て
い
ま
す
。
１
つ
の
電

子
が
水
素
の
化
学
的
な
性
質
を
決
め

て
い
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
て
ト
リ
チ

ウ
ム
は
、
２
つ
の
中
性
子
注
２

と
陽
子

が
中
心
に
あ
り
、
そ
の
周
り
を
１
つ

の
電
子
が
回
っ
て
い
ま
す
。 

注
２ 

電
気
的
に
中
性
で
重
さ
は
ほ
ぼ
陽

子
と
同
じ 

 

そ
の
た
め
ト
リ
チ
ウ
ム
は
普
通
の
水

素
の
３
倍
の
重
さ
を
持
ち
な
が
ら
化

学
的
な
性
質
は
水
素
と
同
じ
な
の
で

す
。
ち
な
み
に
１
つ
の
中
性
子
と
１

つ
の
陽
子
か
ら
で
き
て
い
る
原
子
を

重
水
素
原
子
と
言
い
ま
す
。
こ
れ
も

水
素
と
同
じ
化
学
的
な
性
質
を
持
ち

ま
す
。 

宇
宙
か
ら
飛
来
す
る
宇
宙
線
は
、

地
球
の
成
層
圏
で
空
気
と
ぶ
つ
か
り

ト
リ
チ
ウ
ム
を
作
り
ま
す
。
地
球
で

毎
年
生
ま
れ
る
ト
リ
チ
ウ
ム
の
量

は
、
毎
年
７
２
０
０
０
兆
ベ
ク
レ
ル

に
も
な
り
、
大
気
循
環
や
雨
に
よ
り

地
上
に
降
り
注
ぎ
ま
す
。 

 

図
１
は

世
紀
中
の
大
気
中
の

ト
リ
チ
ウ
ム
の
濃
度
推
移
で
す
。
縦

軸
は
対
数
メ
モ
リ
に
な
っ
て
い
ま

す
。
１
９
５
０
年
頃
よ
り
測
り
始
め

ら
れ
、
原
水
爆
実
験
に
よ
り
そ
の
量

が

年
間
で
１
０
０
０
倍
に
も
急

増
し
ま
し
た
。
原
水
爆
実
験
が
行
わ

れ
な
く
な
っ
た

年
以
降
は
、
半

減
期
に
従
っ
て
ゆ
っ
く
り
と
減
少

し
て
い
ま
す
。 

 

で
は
排
出
さ
れ
た
ト
リ
チ
ウ
ム

の
量
は
ど
れ
ほ
ど
で
し
ょ
う
か
。
図

２
は
排
出
さ
れ
た
ト
リ
チ
ウ
ム
の

量
を
１
つ
の
物
差
し
に
示
し
た
も

の
で
す
。
こ
れ
よ
り
核
実
験
で
作
ら

れ
た
ト
リ
チ
ウ
ム
の
総
量
は
約

の

乗
ベ
ク
レ
ル
、
い
ま
地
球
全

体
の
残
っ
て
い
る
量
は
そ
の
５
分

の
１
程
度
と
見
積
も
ら
れ
て
い
ま

す
。 

 

一
方
、
宇
宙
線
で
作
ら
れ
る
量

は
、
そ
の
５
千
分
の
一
程
度
、
そ
れ

が
溜
ま
っ
て
い
る
量
は
そ
の
ま
た

百
分
の
一
程
度
だ
そ
う
で
す
。
（
消

え
る
量
と
宇
宙
線
で
作
ら
れ
る
量

で
常
に
バ
ラ
ン
ス
し
て
い
る
） 

で
は
福
島
の
タ
ン
ク
に
溜
ま
っ

て
い
る
量
は
ど
の
程
度
で
し
ょ
う

か
。
図
か
ら
そ
の
量
は
今
あ
る
ト
リ

チ
ウ
ム
の
２
万
５
千
分
の
１
だ
そ

う
で
す
。
少
な
い
か
ら
安
心
！
と
思

っ
て
い
ま
せ
ん
？ 

注
意
し
ま
し 

〈
９
面
に
続
く
〉 
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：
放
出
さ
れ
た
ト
リ
チ
ュ
ウ
ム
の
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 ょ

う
、
比
べ
る
量
は
地
球
全
体
の
量
、
そ
れ

に
対
し
て
福
島
は
１
箇
所
に
た
ま
っ
て
い

る
の
で
す
。
日
本
全
体
に
汚
染
水
を
流
せ

ば
約

分
の
１
、
福
島
県
に
流
せ
ば
ほ
ぼ

同
量
、
浜
通
り
に
限
れ
ば
（
自
然
が
作
る
ト

リ
チ
ウ
ム
放
射
線
に
比
べ
て
）

倍
の
量

に
な
り
ま
す
。
そ
ん
な
量
が
福
一
原
発
敷

地
に
溜
ま
っ
て
い
る
の
で
す
。 

 

ト
リ
チ
ウ
ム
は
重
い
水
素
だ
と
お
話
し

ま
し
た
。
水
素
は
あ
り
ふ
れ
た
元
素
で
す
。 

 

私
た
ち
の
体
を
含
め
て
地
球
上
の
あ
ら
ゆ

る
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
、
水
の
形
を
し
て

そ
し
て
そ
の
水
か
ら
植
物
は
有
機
物
を
作

り
ま
す
。
ト
リ
チ
ウ
ム
は
水
と
し
て
ど
こ

に
も
入
り
込
み
ま
す
。 

 

で
は
、
水
素
と
ト
リ
チ
ウ
ム
、
ま
た
は

水
と
ト
リ
チ
ウ
ム
水
を
分
け
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。
答
え
は
お
金
さ

え
か
け
れ
ば
可
能
だ
、
で
す
。
重
さ
で
分

離
で
き
ま
す
注
３

。
残
念
な
が
ら
化
学
的

手
法
で
は
同
じ
性
質
な
の
で
分
け
ら
れ

ま
せ
ん
。
水
分
子
を
一
つ
一
つ
取
り
出
し

て
、
重
さ
を
測
っ
て
振
り
分
け
れ
ば
良

い
、
な
ん
て
ブ
ラ
ッ
ク
ユ
ー
モ
ア
過
ぎ
ま

す
ね
。
ト
リ
チ
ウ
ム
水
の
処
理
問
題
の
難

し
さ
は
こ
こ
に
あ
り
ま
す
。 

注
３ 
遠
心
分
離
機
を
使
っ
て
少
し
ず
つ
遠

心
力
で
振
り
分
け
ま
す
。 

  

食
べ
物
を
通
し
て
体
に
取
り
込
ま
れ
た

ト
リ
チ
ウ
ム
は
、
体
の
中
で
放
射
線
を
放

ち
ま
す
。
こ
れ
を
内
部
被
ば
く
と
言
い
ま

す
。
私
た
ち
の
放
射
線
被
曝
は
大
き
く
分

け
て
、
体
の
外
の
放
射
性
物
質
か
ら
放
出

さ
れ
る
放
射
線
を
浴
び
る
外
部
被
曝
と
、

体
の
中
に
入
り
込
ん
だ
放
射
性
物
質
に
被

爆
す
る
内
部
被
曝
、
そ
れ
に
体
の
表
面
に

つ
い
た
放
射
性
物
質
に
よ
り
被
曝
す
る
、

の
３
つ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
こ
の
被
曝
の

危
険
性
は
内
部
被
曝
と
外
部
被
曝
で
は
全

く
違
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
後
で
も
う
一

度
見
る
こ
と
に
し
ま
し
ょ
う
。 

 

          

原
子
力
発
電
と
ト
リ
チ
ウ
ム 

ト
リ
チ
ウ
ム
は
原
子
力
発
電
で
ど
う

し
て
作
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
出
来
方

は
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
す
が
主
に
４
つ
の

出
来
方
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
は
、
水
の
中

に
０
・
０
３
％
ほ
ど
含
ま
れ
る
重
水
の
重

水
素
が
中
性
子
を
吸
収
す
る
、
酸
素
が
中

性
子
を
吸
収
し
て
窒
素
と
ト
リ
チ
ウ
ム
に

分
裂
す
る
、
窒
素
が
中
性
子
を
吸
収
し
て

炭
素
と
ト
リ
チ
ウ
ム
に
分
裂
す
る
な
ど
で

す
。 も

う
一
つ
は
、
原
子
炉
の
核
分
裂
を
調

節
す
る
た
め
に
使
わ
れ
る
ホ
ウ
素
や
リ
チ

ュ
ウ
ム
が
中
性
子
を
吸
収
し
て
ヘ
リ
ウ
ム

と
ト
リ
チ
ウ
ム
に
分
裂
す
る
道
筋
で
す
。

ホ
ウ
素
は
中
性
子
を
よ
く
吸
収
す
る
の
で

原
子
炉
を
安
全
に
運
転
す
る
た
め
、
冷
却

水
に
混
ぜ
ら
れ
ま
す
。
こ
の
添
加
剤
は
特

に
加
圧
水
型
原
子
炉
で
多
く
添
加
さ
れ
ま

す
。
そ
の
た
め
ト
リ
チ
ウ
ム
水
は
沸
騰
水

型
原
子
力
発
電
所
に
比
べ
て
加
圧
水
型
原

子
力
発
電
所
で

〜
１
０
０
倍
多
く
発

生
し
ま
す
。
泊
発
電
所
は
こ
の
発
電
方
式

で
す
。 

ト
リ
チ
ウ
ム
は
こ
の
よ
う
に
取
り
除

く
こ
と
が
難
し
い
放
射
性
物
質
で
す
。
化

学
的
に
は
不
可
能
に
近
く
、重
さ
で
分
離

す
る
こ
と
も
実
質
不
可
能
で
す
注
４

。
な

に
せ
対
策
に
は
新
し
い
原
発
を
作
る
ほ

ど
お
金
が
か
か
り
ま
す
。
そ
こ
で
原
発
か

ら
出
る
ト
リ
チ
ウ
ム
は
、
今
の
と
こ
ろ
垂

れ
流
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
放
射
性

廃
棄
物
に
は
ト
リ
チ
ウ
ム
の
他
に
ラ
ド

ン
や
ク
リ
プ
ト
ン
が
あ
り
ま
す
。
ど
ち
ら 

  

も
化
学
反
応
し
な
い
不
活
性
物
質
で
、
常

温
で
は
重
い
気
体
で
す
注
５

。
最
低
限
薄
め

て
す
て
る
し
か
で
き
ま
せ
ん
。
絶
対
量
は

見
な
い
こ
と
に
し
て
い
る
わ
け
で
す
。 

 

注
４  

遠
心
分
離
機
は
電
力
を
大
量
に
消
費

す
る
大
変
高
価
の
装
置
で
、
濃
縮
ウ
ラ
ン
の

濃
縮
な
ど
に
も
使
わ
れ
て
い
ま
す
。 

注
５ 

重
い
気
体
な
の
で
、
低
い
と
こ
ろ
に
溜

ま
っ
て
被
曝
し
ま
す
。 

 

ト
リ
チ
ウ
ム
安
全
神
話 

垂
れ
流
し
て
問
題
に
な
ら
な
い
た
め
に

は
安
全
神
話
が
必
要
で
す
。
そ
こ
で
作
ら

れ
た
の
が
次
に
４
項
目
で
し
た
。
す
な
わ

ち
、 放

射
線
が
β
線
な
の
で
遮
蔽
で
き
る
、

放
射
線
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
低
い
、 

半
減
期
が
短
い
、 

体
内
に
取
り
込
ん
で
も
速
や
か
に
排
泄

さ
れ
る
。 

本
当
に
そ
う
な
の
で
し
ょ
う
か
、
見
て
ゆ

き
ま
し
ょ
う
。 

 

遮
蔽
で
き
る 

ト
リ
チ
ウ
ム
は
半
減
期
12
・
33
年
で

β
線
を
出
し
て
ヘ
リ
ウ
ム
３
に
変
わ
り

ま
す
。
ヘ
リ
ウ
ム
３
は
安
定
で
放
射
線
は

出
し
ま
せ
ん
。
β
線
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
最

大
で
１
８
・
６
㌔
電
子
ボ
ル
ト
と
、
昔
の
カ

ラ
ー
テ
レ
ビ
の
ブ
ラ
ウ
ン
管
の
中
の
電
子

と
同
じ
く
ら
い
で
す
。
薄
い
金
属
で
遮
蔽

で
き
ま
す
。
で
は
、
昔
の
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
を

毎
日
見
て
い
た
の
だ 

〈
10
面
に
続
く
〉 

https://www.meti.go.jp/earthquake/nuclear/osensuitaisaku/committtee/tritium_tusk/pdf/160603_02.pdf
https://www.meti.go.jp/earthquake/nuclear/osensuitaisaku/committtee/tritium_tusk/pdf/160603_02.pdf
https://www.meti.go.jp/earthquake/nuclear/osensuitaisaku/committtee/tritium_tusk/pdf/160603_02.pdf
https://www.meti.go.jp/earthquake/nuclear/osensuitaisaku/committtee/tritium_tusk/pdf/160603_02.pdf
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か
ら
安
心
だ
！
と
思
っ
て
は
い
ま
せ
ん

か
。
思
い
出
し
て
く
だ
さ
い
、
昔
の
カ
ラ

ー
テ
レ
ビ
は
も
の
す
ご
く
重
か
っ
た
の

を
。
あ
の
重
さ
の
大
部
分
は
カ
ラ
ー
ブ
ラ

ウ
ン
管
の
重
さ
で
す
。
重
く
な
っ
た
の
は

電
子
を
蛍
光
面
に
ぶ
つ
け
る
と
X
線
が

発
生
す
る
の
で
、
鉛
ガ
ラ
ス
で
防
護
し
て

い
た
か
ら
で
す
。
当
然
ト
リ
チ
ウ
ム
か
ら

出
る
放
射
線
（
電
子
線
）
が
物
に
当
た
れ

ば
X
線
が
発
生
し
ま
す
。
X
線
も
放
射

線
で
危
険
で
す
。
福
島
の
汚
染
水
タ
ン
ク

の
ト
リ
チ
ウ
ム
が
出
す
β
線
が
、
タ
ン
ク

の
鉄
板
に
当
た
っ
て
X
線
を
放
出
し
ま

す
。
福
島
第
一
構
内
の
X
線
強
度
が
高

く
、
問
題
に
な
っ
た
こ
と
が
昔
報
道
さ
れ

た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。 

結
局
「
遮
蔽
で
き
る
か
ら
安
全
」
だ
と

い
う
事
は
、（
仮
に
X
線
が
発
生
せ
ず
X

線
に
よ
る
被
曝
は
な
い
と
し
て
も
）
ト
リ

チ
ウ
ム
が
体
の
外
に
あ
る
か
ら
言
え
る
こ

と
で
、
体
の
中
に
取
り
込
ま
れ
た
ら
全
然

安
全
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
内
部
被
曝
の
場

合
、
外
部
被
曝
で
は
安
全
神
話
で
あ
っ
た

「
遮
蔽
で
き
る
」
事
も
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

低
い
」
事
も
、
何
の
助
け
に
も
な
り
ま
せ

ん
。
い
や
、
む
し
ろ
危
険
が
と
て
つ
も
無

く
増
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

高
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
持
っ
た
放
射
線

は
、
体
の
中
に
入
る
と
組
織
を
作
る
水
な

ど
と
次
々
に
ぶ
つ
か
り
な
が
ら
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
失
っ
て
行
き
ま
す
。
失
う
度
に
組
織

を
壊
し
ま
す
。
こ
れ
が
放
射
線
被
曝
で
す
。

こ
の
時
、
放
射
線
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
高
け 

 

れ
ば
高
い
ほ
ど
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
失
う
割

合
が
低
く
、
逆
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
低
く
な

る
と
一
気
に
ぶ
つ
か
る
よ
う
に
な
り
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
す
ぐ
に
失
っ
て
消
滅
し
ま

す
。
こ
の
た
め
高
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
放
射

線
ほ
ど
体
の
奥
ま
で
入
っ
て
そ
こ
で
一

気
に
被
曝
し
ま
す
。
ト
リ
チ
ウ
ム
の
よ
う

に
低
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
β
線
は
そ
の
影

響
を
及
ぼ
す
範
囲
が
ち
ょ
う
ど
細
胞
の

大
き
さ
ほ
ど
に
な
り
ま
す
。
内
部
被
曝
の

場
合
、
体
の
中
で
す
か
ら
遮
蔽
は
で
き
ま

せ
ん
、
い
や
体
そ
の
も
の
が
遮
蔽
体
で
す

か
ら
、
発
生
し
た
放
射
線
は
１
０
０
％
被

曝
に
寄
与
す
る
の
で
す
。
こ
の
危
険
性
は

遮
蔽
の
容
易
な
α
線
が
最
悪
で
、
β
線

は
そ
れ
に
次
ぐ
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
ト

リ
チ
ウ
ム
の
よ
う
な
低
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

β
線
は
α
線
と
変
わ
り
ま
せ
ん
。
も
し

ト
リ
チ
ウ
ム
が
特
定
の
組
織
に
沈
着
す

る
よ
う
な
こ
と
が
起
き
る
と
、
そ
の
周
辺

細
胞
が
重
点
的
に
被
曝
し
危
険
性
が
増

し
ま
す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
低
く
、
簡
単
に

遮
蔽
で
き
る
こ
と
は
、
む
し
ろ
被
曝
の
危

険
性
を
増
す
の
で
す
。 

 

半
減
期
が
短
い 

ト
リ
チ
ウ
ム
の
放
出
放
射
線
が
半
分

に
成
る
期
間
（
半
減
期
）
は
12
・
32
年

で
す
。
ち
な
み
に
、
悪
名
高
い
セ
シ
ウ
ム

１
３
７
は
30
年
、
同
１
３
４
は
２
年
、
ヨ

ウ
素
１
３
１
は
８
日
間
で
半
分
に
な
り

ま
す
。
こ
れ
ら
の
放
射
性
物
質
は
い
ず
れ

も
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
γ
線
を
放
出
す
る

の
で
、
外
部
被
曝
が
問
題
に
な
り
ま
す
。 

 

       

ち
な
み
に
、
福
島
の
放
射
線
強
度
が
こ
の

十
年
で
下
が
っ
た
の
は
セ
シ
ウ
ム
１
３
４

が
８
年
で

分
の
１
に
な
っ
た
こ
と
が

大
き
い
で
し
ょ
う
。
こ
れ
か
ら
は
半
減
期

年
の
セ
シ
ウ
ム
１
３
７
が
残
る
の
で
、

な
か
な
か
減
り
ま
せ
ん
。 

で
は
ト
リ
チ
ウ
ム
は
ど
の
く
ら
い
の

勢
い
で
減
る
の
で
し
ょ
う
か
。
今
直
ち
に

汚
染
水
を
止
め
て
も
、
計
算
す
る
と
、
政

府
が
公
約
す
る
福
島
第
一
の
廃
炉
完
了
の

年
後
で

％
、

年
後
で
４
・
７
％
、

巷
で
囁
か
れ
る
１
０
０
年
後
で
も
１
％
は

残
り
ま
す
。
し
か
し
今
で
も
新
鮮
？
な
ト

リ
チ
ウ
ム
は
増
え
続
け
て
い
ま
す
。 

 

速
や
か
に
排
泄 

内
部
被
曝
で
大
切
な
こ
と
は
、
取
り
込

ま
れ
た
放
射
性
物
質
の
半
減
期
に
併
せ

て
、
ど
れ
だ
け
の
速
さ
で
体
か
ら
新
陳
代

謝
で
排
出
さ
れ
る
か
が
重
要
で
す
。
生
物

的
半
減
期
と
言
い
ま
す
。
放
射
性
物
質
が

体
の
外
に
ど
れ
だ
け
の
速
さ
で
捨
て
ら
れ

る
か
で
す
。
ト
リ
チ
ウ
ム
神
話
の
一
つ
は

こ
れ
が
早
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
ま
た
ト

リ
チ
ウ
ム
が
水
の
形
な
の
で
体
の
中
の
特

定
の
場
所
に
蓄
積
し
な
い
と
も
主
張
さ
れ

て
い
ま
す
。 

図
３
に
ト
リ
チ
ュ
ウ
ム
が
ど
の
よ
う
な

経
路
で
体
に
取
り
込
ま
れ
る
か
を
示
し
ま

し
た
。
ト
リ
チ
ウ
ム
は
97
％
が
水
の
形

で
、
３
％
が
食
べ
物
か
ら
有
機
ト
リ
チ
ウ

ム
の
形
で
、
体
に
取
り
込
ま
れ
ま
す
。
食
べ

物
か
ら
は
植
物
の
光
合
成
で
有
機
物
に
取

り
込
ま
れ
た
物
を
食
べ
る
か
ら
で
す
。 

     

図
３ 

ト
リ
チ
ウ
ム
が
体
に
取
り
込
ま
れ
排

出
さ
れ
る
流
れ
。 

I
C
R
P
 
P
u
b
l
.
7
1
,
 
1
9
9
5

ほ
か
か
ら  

              

取
り
込
ま
れ
た
ト
リ
チ
ウ
ム
は
消
化
管
で

吸
収
さ
れ
、
血
液
に
取
り
込
ま
れ
ま
す
。

そ
し
て
水
（
小
水
）
と
有
機
物
（
排
便
）

と
し
て
捨
て
ら
れ
ま
す
。
水
の
形
の
生
物

的
半
減
期
は

日
、
有
機
物
と
し
て
の
半

減
期
は

日
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

〈
次
号
に
続
く
〉 

 

※ 

本
論
文
で
は
、｢

ト
リ
チ
ウ
ム｣

と｢

ト

リ
チ
ュ
ウ
ム｣

の
２
種
の
用
語
が
使
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
両
者
は
同
じ
も
の
（
原
子

名
）
を
表
す
用
語
で
あ
る
こ
と
を
、
お
断
り

い
た
し
ま
す
。 

トリチウムの取り込み経路(左)

( ) 
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 故 森山軍治郎 氏 (泊原発の廃炉をめざす会 元 事務局長)を偲ぶ  ―その1―  

17 歳のハートに火をつけた軍治郎 
          泊原発の廃炉をめざす会 事務局次長 廣 谷 淳 一  

 

 

 

こ
の
よ
う
な
話
を
す
る
教
師(

生
徒 

    

 

   岩
内
町
「
三
行
の
碑
」
の
前
の
廣
谷
淳
一 

 軍
治
郎
と
の
出
会
い 

高
校
世
界
史
の
教
師
と
生
徒
と
し

て
彼
に
出
会
っ
た
の
が
１
９
６
９
年

４
月
。
同
級
生
は
誰
も
森
山
軍
治
郎
の

こ
と
を
さ
ん
付
け
で
呼
ば
な
い
。
会
話

の
中
で
登
場
す
る
彼
の
呼
び
名
は
い

つ
も
「
ぐ
ん
じ
ろ
う
」。 

当
時
世
界
史
は
高
校
２
年
次
に
プ

ロ
グ
ラ
ム
さ
れ
て
い
た
か
ら
生
徒
は

17
歳
か
。
か
た
や
「
軍
治
郎
」
は
27

歳
。
最
初
の
授
業
の
自
己
紹
介
で
北
海

道
大
学
の
博
士
課
程
の
大
学
院
生
で

あ
る
こ
と(

ひ
ょ
っ
と
す
る
と
助
手
だ

っ
た
か
も)

、
生
活
の
糧
の
た
め(

既
婚

で
子
供
が
い
る)

に
時
間
講
師
と
し
て

働
い
て
い
る
こ
と
、
北
大
紛
争
の
中
で

の
立
ち
位
置
は
「
全
共
闘
民
青
?
」
で

あ
る
こ
と
、
太
平
洋
戦
争
開
戦
の
４
日

後
に
生
れ
た
こ
と
、
時
局
に
合
わ
せ
て

軍
治
郎
と
い
う
名
前
を
父
で
あ
る
正

秀
さ
ん
が
つ
け
た
こ
と
、
名
前
の
由
来

は
軍
国
主
義
の
発
想
で
あ
っ
た
こ
と

等
を
語
っ
て
く
れ
た
。 

  

に
と
っ
て
は
教
師
が
専
任
か
非
専
任

か
の
区
別
な
ど
な
い)

が
い
る
こ
と
に

驚
き
、
そ
の
話
の
面
白
さ
に
引
き
込

ま
れ
て
い
っ
た
。
あ
っ
と
い
う
間
の

世
界
史
の
１
年
間
だ
っ
た
。 

世
界
史
と
ク
ラ
ス
討
論 

当
時
は
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
や
70
年
安

保
が
あ
り
、
学
園
闘
争
や
住
民
運
動

の
高
揚
も
あ
っ
た
時
代
で
、
そ
の
空

気
か
ら
自
分
た
ち
の
ク
ラ
ス
も
無
縁

で
は
な
か
っ
た
。
高
校
内
で
も
政
治

活
動
の
自
由
を
巡
っ
て
学
校
側(

と
い

う
よ
り
も
教
育
委
員
会)

と
火
花
が
散

り
始
め
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
再
三

世
界
史
の
授
業
時
間
を
ク
ラ
ス
討
論

に
し
て
く
れ
る
よ
う
「
軍
治
郎
」
に

せ
が
ん
だ
こ
と
を
思
い
出
す(

ク
ラ
ス

討
論
実
現
確
率
は
40
％
く
ら
い
だ
っ

た
か)

。 
激
動
す
る
社
会
の
動
き
の
中
で
、

17
歳
と
い
う
多
感
さ
と
幼
稚
さ
が
な

い
ま
ぜ
に
な
っ
て
い
た
わ
し
た
ち
に

軍
治
郎
の
与
え
た
影
響
は
決
し
て
少

な
く
な
か
っ
た
が
、
時
代
の
ス
ピ
ー

ド
は
速
く
１
９
６
９
年
度
末
、
70
年

３
月
を
も
っ
て
世
界
史
と
い
う
名
の

「
軍
治
郎
」
講
座
を
49
名
の
セ
ブ
ン

テ
ィ
ー
ン
は
瞬
く
間
に
修
了
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。 

最
後
の
ク
ラ
ス
会 

卒
業
後
も
ク
ラ
ス
会
を
開
催
の
た

び
に
声
を
か
け
る
と
「
軍
治
郎
」
は

喜
ん
で
参
加
し
て
く
れ
た
。
卒
業
直

後
の
ク
ラ
ス
会
で
の
若
々
し
か
っ
た 

 森山氏著 ちくま学芸文庫 発 行 

  

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ヴァンデ戦争」 フランス革命を問い直す 

森山軍治郎著 2022 年 5 月 10 日 第 1 版発行 

時
か
ら
、「
軍
治
郎
」
参
加
の
最
後
の

ク
ラ
ス
会(

２
０
１
３
年
８
月)

ま
で

そ
の
大
き
な
体
躯
と
長
髪
の
「
軍
治

郎
」
は
一
貫
し
て
「
ぐ
ん
じ
ろ
う
」
を

貫
い
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
す
。 

最
後
に
彼
が
出
席
し
て
く
れ
た
ク

ラ
ス
会
は
、
２
０
１
３
年
８
月
16
日

の
金
曜
日
の
夜
行
わ
れ
た
。
会
場
は
道

庁
北
側
に
あ
る
K

K

R
。
当
時
毎
週

金
曜
日
の
夜
は
原
発
反
対
の
行
動
日

に
あ
た
り
、
ハ
ン
ド
マ
イ
ク
か
ら
流
れ

る
反
原
発
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
肴
に
し
な

が
ら
の
酒
宴
と
な
っ
た
。
会
場
を
設
定

し
た
級
友
の
ア
イ
デ
ア
を
「
軍
治
郎
」

も
楽
し
ん
で
い
た
よ
う
に
思
う
が
、
体

調
が
す
ぐ
れ
な
い
こ
と
を
参
加
し
た

私
た
ち
は
聞
か
さ
れ
る
こ
と
に
も
な

っ
た
。
自
宅
の
あ
る
美
唄
ま
で
の
列
車

時
間
の
こ
と
が
あ
り
、
少
し
早
め
に 

会
場
を
で
る
彼
を
何
人
か
で
見
送
っ

た
が
、
背
中
が
少
し
ま
る
く
な
っ
た

後
ろ
姿
と
彼
の
言
う
体
調
不
良
と
い

う
言
葉
が
頭
の
中
に
残
っ
た
。 

 

生
き
続
け
る
軍
治
郎
の
言
霊 

廃
炉
訴
訟
の
原
告
だ
っ
た
自
分
は
、

定
年
で
札
幌
に
戻
っ
た
の
を
機
に
、

「
軍
治
郎
」
が
生
前
事
務
局
長
を
務
め

て
い
た
廃
炉
の
会
事
務
局
の
末
席
に

加
え
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。 

世
界
史
と
言
う
名
の
「
軍
治
郎
」
講

座
の
講
師
と
修
了
生
合
わ
せ
て
50
名

の
内
、
既
に
鬼
籍
に
入
っ
た
者
軍
治
郎

を
含
め
７
名
、
泊
原
発
廃
炉
訴
訟
の
原

告
４
名
、
賛
同
人
４
名
。
17
歳
の
少

年
・
少
女
の
ハ
ー
ト
に
火
を
つ
け
た
恩

師
森
山
軍
治
郎
の
言
霊
は
今
も
生
き

続
け
て
い
る
の
で
あ
る
。(

敬
称
略) 
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 会員紹介   反 橋 一 夫 です。 

原発耐震基準のお粗末さ 

 

 

 

 

  ☆寄稿を歓迎します。 

原発について想うこと、考えていること、提案、 

お知らせ等の投稿をお寄せ下さい。 

  ☆北区の会に入会ください。  

北区の会に入って、廃炉への活動をしましょう。 

会費は年1口(千円)以上。申込みは下記に連絡を。 

メール hairo.kitaku@gmail.com ☎  011-726-7234 

  ☆カンパをお願いします。 

【ゆうちょ銀行】記号 19050  番号 55938131 

 口座名「泊原発の廃炉をめざす札幌北区の会」 

泊原発廃炉訴訟 判決 

       〈１面の続き〉 

市
川
弁
護
団
長
は
「
わ
か
り
や
す
い
判

決
、
順
当
な
、
当
然
な
判
決
」
と
評
価
。「
全

国
の
裁
判
に
影
響
が
あ
る
」
と
示
し
ま
し

た
。 

 

 

斉
藤
武
一
原
告
団
長
は
「
素
直
に
喜
び
た
い
。

谷
口
裁
判
長
は
当
り
前
に
判
決
を
出
し
た
」
と
評

価
。 ６

月
３
日
、
泊
原
発
廃
炉
訴
訟
弁
護
団
、
脱
原

発
弁
護
団
全
国
連
絡
会
が
声
明(

２
面
に
掲
載)

を

発
表
し
、
８
日
に
は
、
日
本
弁
護
士
連
合
会
会
長

が
声
明(

３
面
に
掲
載)

を
出
し
ま
し
た
。 

 

被
告
・
北
電
、
原
告
５
７
１
人
が
控
訴 

６
月
２
日
、
被
告
・
北
電
は
一
審
判
決
44
人
原

告
を
不
服
と
し
て
札
幌
高
裁
に
控
訴
し
ま
し
た
。 

14
日
に
は
、
原
発
30
㌔
圏
外
の
原
告
５
７
１

人
が
、
運
転
差
止
、
使
用
済
み 

核
燃
料
の
撤
去
、
廃
炉
を 

求
め
て
、
控
訴
し
ま
し
た
。+ 

 
 

 
 

 
 

 

個
人
的
に
は
一
般
社
団
法
人
日
本
オ

オ
カ
ミ
協
会
北
海
道
支
部
の
支
部
長
を

し
て
い
ま
す
。 

 

日
本
の
生
態
系
保
全
に
は
オ
オ
カ
ミ

の
復
活
が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。
ア

メ
リ
カ
で
も
１
９
９
５
年
に
カ
ナ
ダ
か

ら
輸
入
し
て
順
調
に
増
え
て
い
ま
す
。 

一
般
の
方
は
オ
オ
カ
ミ
が
怖
い
と
い

う
神
話
が
あ
り
ま
す
。
声
を
大
に
し
て

言
い
ま
す
、
オ
オ
カ
ミ
は
人
間
を
襲
い

ま
せ
ん
！ 

原
発
に
関
し
て
は
昨
年
春
に
出
版
さ

れ
た
、
大
飯
原
発
の
差
し
止
め
判
決
を 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

 

下
し
た
樋
口
英
明
裁
判
長
の
著
書
「
私

が
原
発
を
止
め
た
理
由
」
に
尽
き
ま
す
。

泊
原
発
は
６
２
０
ガ
ル
の
加
速
度
に
対

応
し
て
設
計
さ
れ
て
い
ま
す
。
東
日
本

大
震
災
は
２
９
３
３
ガ
ル
で
し
た
。 

今
年
に
入
っ
て
も
本
州
で
地
震
が
多

発
し
て
い
ま
す
。
２
０
０
０
年
以
後
７

０
０
ガ
ル
を
超
え
た
地
震
は
30
回
以
上

起
こ
っ
て
い
ま
す
。 

こ
ん
な
子
供
で
も
分
か
る
理
屈
で
判

断
し
た
ら
原
発
の
耐
震
基
準
が
あ
ま
り

に
も
お
粗
末
な
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。 

ま
た
こ
の
本
で
知
り
ま
し
た
が
２
号

機
と
４
号
機
が
工
事
の
お
粗
末
さ
と
４

号
機
の
シ
ュ
ラ
ウ
ド
取
り
換
え
工
事
が 

 

 

 

１
週
間
遅
れ
た
た
め
に
奇
跡
的
に
原
子

炉
ウ
エ
ル
の
水
が
残
っ
て
い
た
た
め
に

メ
ル
ト
ダ
ウ
ン
を
逃
れ
ま
し
た
。
工
事

が
遅
れ
な
か
っ
た
ら
大
惨
事
で
し
た
。

難
し
い
理
屈
な
ん
か
い
り
ま
せ
ん
。
こ

れ
に
尽
き
る
と
思
い
ま
す
。 

    

 

大飯原子力発電所 

 
 

 

  避難者集団訴訟 

最高裁が国の賠償責任否定 
  

6 月 17日、最高裁は東京電力福島第 1原発事故の避難

者らが国に損害賠償を求めた生業・群馬・千葉・愛媛の 4

集団訴訟(原告約 3600人)の上告判決で国の責任を否定し

ました。 

 判決は「津波は想定よりも規模が大きく、国が東電に安

全対策を命じても原発事故は防げなかった可能性が高い」

として国に賠償責任はないとの判断を初めて示しました。 

 北海道も含め全国約 30 件を超える同訴訟への影響は大

きくなっています。 

 6 月 21 日、福島県庁で 4 訴訟原告、弁護団が記者会見 

をして、最高裁の判断を覆す余地はあるとして、9 月に福 

島地裁に追加提訴する方向性を明らかにしました。 

mailto:hairo.kitaku@gmail.com
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